
〇保育の振り返り

砂場遊びを楽しんでいるゆり組さん。保育者が「何を作ったの？」と声をかけると、「ピンクのお山だ
よ！」「フジを作ったよ。ママとドーナツを買いに行くの。」と次々に答えてくれました。保育者が砂場
に入ると、少しずつ子どもたちが集まってきて、「一緒に作ってもいい？」と、数人で協力して、山作り
に挑戦することになりました。（協同性）保育者がペタペタと山の形を整えると、真似をする姿が見られ
ました。「これぐらいだと重たくなるけど、これぐらい（少ない量）だったら運べるんよ。」と、砂の量
を自分で考えながら調節する姿も見られました。（思考力の芽生え）保育者が子どもと同じ目線になって
遊びを楽しみ、時には教わり、時にはさりげなく伝えながらお互いに影響し合うことの大切さを感じまし
た。

〇ねらい 友達や保育者と一緒に体を動かすことを楽しむ。

みんなで作ってみよう！ 対象児：３歳児 ゆり組
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たこ焼き屋さん
でーす！

できてきたね～


